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はじめに
　近年、社会構造・疾病構造の変化や保健、医療、
福祉領域の多様なニーズに対応するため、多職
種による有機的な連携が欠かせない。これにつ
いては、文部科学省審議会答申「21世紀医学・
医療懇談会第2次報告・第4次報告」の中で、保
健・医療・福祉の専門教育の充実と連携の強化
を見据えた教育の必要性が指摘されている。さ
らに、医学教育・看護教育などのモデル・コア・
カリキュラムでは、身につけるべき基本的な資
質として「チーム医療」、「多職種連携」が明示さ
れている。そのため、保健医療福祉系大学では、
IPEは重要な取り組みとして推進されている。
　本看護学部では、特色として設置趣旨をはじ
めカリキュラムに「多職種連携」を位置づけ、多
職種連携・協働の核となる人材育成に取り組む
ことを目標の一つに掲げている。
　本学における多職種連携教育（IPE：Interprofessional 
Education、以後 IPE）の構築に向け、多職種連
携ワーキンググループを立ち上げ、英国などの
多職種連携に関する取り組みやわが国での多職
種連携の概念、歴史的変遷、保健医療福祉の実
践を概観し、本学の教育方針に基づいた IPEの
到達目標・行動目標を設定した（古澤，2017）。
この到達目標・行動目標を達成するために、
IPE関連科目を明確に位置付け、IPEを進めて
いる。
　本研究では、IPE開始3年目における教育効
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果を検討し、IPEを遂行するための課題を明ら
かにする。
Ⅰ．目的
　学部開設から IPE開始3年目における教育効
果として、学生のチーム医療及びその教育に対
する態度の変化を経年的・縦断的に分析し、中
間評価することにより、IPEを遂行するための
課題を明らかにする。
Ⅱ．本学のIPEの概要
　本学では、多職種連携を「2つ以上の複数の
領域の専門職者がそれぞれの専門性を提供しあ
い、相互作用しつつ連携することである。多職
種連携の要素は、共通の合意した目標を目指す
ことを基盤として、各職種が同等性を保つこと、
多様性や独自性を尊重すること、相互に承認す
ることである」と定義した。そして、IPEの到
達目標を「看護専門職の役割と責務を理解し、
保健・医療・福祉・教育・行政などの専門職者
と連携し、看護の対象（地域の人々）の健康問題
に対して支援できる基礎的能力を身につける」
とした。
　学年別に到達目標を設定し、関連科目として
「コミュニケーション論」、「多職種連携論」など
を開講している（図１）。IPEを教育課程に取り
入れているほとんどの大学では、医学、看護学、
理学・作業療法学などの医療福祉関連の学部と
合同で開講しているが、本学は保健医療福祉関
連学部を有していない。地域での包括的なケア
システムを構築するためには、保健医療福祉以
外の教育や行政との連携も重要であるため、本
学教育学部と連携し、4年次に「多職種連携実
践演習」を合同で開講する予定である。
Ⅲ．研究方法
１．研究方法
　自記式質問調査
２．対象
　2015年度から 2018年度看護学部入学生、つ
まり2018年3月調査時、1年次生（3期生）98名、
2年次生（2期生）68名、3年次生（1期生）62名
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図1　看護学部における多職種連携の到達目標と関連科目
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を対象に自記式質問調査を行い、同意の得られ
た学生を対象とした。調査時点は、1 ～ 3年次
生のみで、4年次生はいない。
３．調査時期（表１）
　調査時期について、3期生は①1年次前期開
始前、②同後期開始前（基礎看護学実習Ⅰ終了
後）に、2期生は③1年次後期開始前、④2年次
後期開始前（小児・老年看護学実習Ⅰ終了後）に、
1期生は⑤ 2年次後期開始前、⑥ 3年次後期終
了後（基礎看護学実習Ⅱ、各領域看護学実習終
了後）にそれぞれ実施した。なお、多職種連携
の関連科目であるコミュニケーション論は1年
次前期に、多職種連携論は1年次後期に開講し
ている。2期生、3期生の1年次後期②と③につ
いては、多職種連携論の受講前の実施である。
４．調査内容
　調査内容は、基本属性として、性別、年齢、
世帯（下宿・自宅）、アルバイトの経験の有無、
部活動・サークル所属の有無、相談相手の有無
を設問した。多職種連携に対する態度評価は、
Curranらの報告に基づいて群馬大学で作成され
た Attitudes toward interprofessional working（多
職種連携協働に対する態度、以下 IPW尺度）は
チーム医療に対する態度を評価する 14項目、
Attitudes toward　interprofessional education（多
職種連携教育に対する態度、以下 IPE尺度）は
チーム医療教育に対する態度を評価する質問項
目15項目から構成されている。それぞれ5段階
のLikert Scale（「1：全く賛成しない」、「2：あ
まり賛成しない」、「3：どちらともいえない」、
「4：やや賛成する」、「5：賛成する」）と回答さ
せた。この質問票の信頼性Cronbach alpha係数
は IPW尺度0.88、IPE尺度0.92と高い信頼性が
報告されている。IPW尺度14項目のうち3項目、
IPE尺度15項目のうち2項目はネガティブな記
述があり、評価点の低い方が望ましいことを示
す設問がある。
　また、1期生（3年次）を対象に、多職種連携
についての学習の経験の有無（連携状況の説明・
協働の場面を見学・他の職種とのかかわり・連
携協働を一部実践）、多職種連携の学びに関す
ることで記憶に残ったことの有無とその内容に
ついて回答を求めた。　
５．倫理的配慮
　対象者には、事前に研究目的、協力や回答の
任意性、研究への参加を承諾した後も辞退可能
であること、成績に関係なく、不参加であって
も不利益を被ることはないことなど書面と口頭
により説明した。また、縦断的調査を行うため、
研究協力者に学籍番号と異なる IDを付与し、
その IDで質問紙への回答と回収ボックスへの
提出を依頼した。ID対応表は、一人の研究者
が作成し、質問票とは別々に保管するため。個
人は特定されないことも説明した。質問紙の回
収をもって調査への同意を得たものとした。本
研究は、所属大学の研究倫理審査委員会の承認
を得て実施した（承認番号：2016-13）。
６．分析方法
１） 尺度の点数化
　IPW 尺度と IPE 尺度の項目で 5 段階 Likert 
Scaleによる結果は、群馬大学の調査評価方法
と同様に「1：全く賛成しない」を1点、「2：あ
まり賛成しない」2点、「3：どちらともいえない」
3点、「4：やや賛成する」4点、「5：賛成する」
5点に換算し分析に用いた。
２） 学年次進行による IPW/IPE尺度の変化
　学年次進行による変化をみるため、3期生 1
年次前期開始前①、同後期開始前②、2期生 2
年次後期開始前④および1期生３年次後期終了
時⑥について、1年次から3年次の IPW尺度と
IPE尺度の合計点の平均値を比較した。
３） IPW/IPE尺度の縦断的検討
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表１　調査時期一覧
　IPW尺度と IPE尺度の縦断的検討は、個々の
学生を対応させて平均値を比較・分析した。3
期生①1年次前期開始前、②同後期開始前の比
較は看護学の基礎知識による成果、2期生の③
1年次後期開始前、④2年次後期開始前の比較
は多職種連携論の知識や基礎看護学実習Ⅰによ
る成果、1期生⑤ 2年次後期開始前、⑥ 3年次
後期終了後の比較は基礎看護学実習Ⅱや各専門
領域実習など臨地実習による成果みるために、
IPW/IPE尺度それぞれ対応のあるU検定により
比較検討を行った。
４ ） IPW/IPE態度と多職種連携の学習経験の有
無との関連
　1期生 3年次の IPW尺度と IPE尺度の合計点
と多職種連携の学びの経験との関連を分析し
た。データ分析及び統計解析は、IBM SPSS 
Statistics 25.0（日本アイ・ビー・エム株式会社）
を用い、有意水準は5％とした。
Ⅳ．結果
　調査用紙をガイダンス時にそれぞれ配付し、
回収したもののうち、欠損値のあるデータを除
いたものを対象とした。（表2）
　Cronbach alpha 係数を求めたところ、IPW
尺度は 0.75、IPE尺度 0.76と高い値が得られ、
Curranや群馬大学の報告と同じ傾向であった。
１．学年次進行によるIPW/IPE態度の変化（表3）
　IPW尺度合計平均の学年次進行による経年的
変化を、1年次前期開始前から1年次後期開始前、
2年次後期開始前、3年次後期終了まで見たと
ころ（図2）、1年次前期と後期を比較すると平
均値52.1（SD6.9）、50.5(SD7.1)と下がるものの、
2年次 53.8（SD7.1）、3年次 55.6(SD4.7)と順次
高くなり、1年次後期と2年次後期 (p=0.02)、1
年次前期と3年次、1年次後期と3年次間（p=.02・
p=.00）において高値となる有意な差を認めた。
　また、IPE尺度合計平均について同様に推移
を見たところ（図3）、IPW尺度の結果と同じよ
うに 1年次前期から 1年次後期は 57.4(SD8.2)、
－32－
古澤洋子・小林純子・服鳥景子・森礼子・尾関唯未・大見サキエ
表２　対象学生数と回収率
表３　学生進行と IPE/IPW尺度結果
表４　縦断的に見た IPW/IPE尺度合計
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56.4(SD7.7)と一旦低下がみられたが、2年次
58.9（SD7.8）、3年次 60.0(SD6.9)と学年進行し
ていくと高い値となった。
　1年次後期と3年次間では有意な差を認めた（p
＝ .045）が、その他の学年の比較では有意な差
は認めなかった。
２．IPW/IPE態度の縦断的検討（表４）
　IPW/IPE尺度合計について、対象のある同一
学生間で3期生①1年次前期開始前と②後期開
始前、2期生③ 1年次後期開始前と④ 2年次後
期開始前、1期生⑤ 2年次後期開始前と⑥ 3年
次後期終了後のそれぞれの IPW/IPE尺度変化を
縦断的に見た。1期生の IPW尺度合計の変化は、
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図２　学年次進行と IPW尺度の変化
図３　学年次進行と IPE尺度の変化
⑤ 2年次 54.2（SD5.4）、⑥ 3年次 55.3（SD4.8）
と高値になったが、有意差は見られなかった。
　1期生の IPE尺度合計の縦断的変化は、2年次
57.8（SD6.5）、3年次59.4（SD6.7）と高値になっ
たが、有意差は見られなかった。
　2期生の IPW尺度合計の縦断的変化は、1年
次③ 55.0（SD6.0）、と 2 年次④ 54.0（SD6.9）、
IPE尺度合計 1年次③ 59.5（SD7.9）、と 2年次
④58.5（SD7.7）と1年次より2年次の IPW/IPE
尺度合計値はともに低下が見られたが、有意な
ものではなかった。
　3期生の IPW/IPE尺度変化について、1年次
前期開始前①と後期開始前②の縦断的変化を見
たところ、後期は前期よりともに低下が見られ
たが、有意なものではなかった。
３．多職種連携に関する学習経験と IPW/IPE態
度との関連
　3年次の臨地実習終了時、多職種連携に関す
る学習経験の有無（連携状況の説明・協働の場
面を見学・他の職種とのかかわり・連携協働を
一部実施）と IPW/IPE態度との関連をみた。臨
地実習において、多職種連携に関する学習経験
“有”の学生の IPW/IPE尺度得点は、“無”に比し、
すべて高値であった（表5）。「連携状況の説明」
“有”は、IPW55.6（SD4.8）、IPE59.8（SD7.0）、
“無”の IPW49.8（SD18.9）、IPE54.0（SD20.8）
に比較して高値であったが、有意差はなかった。
「協働場面を見学」“有”は、IPW55.8（SD4.8）、
IPE60.5（SD6.9）、“無”の IPW46.6（SD18.9）、
IPE46.4（SD19.0）に比し、ともに有意に高
値であった（p=.01、p=.001）。また、「他の職
種とかかわり」“有”の IPW49.7（SD13.7）は
“無”56.2(SD4.5)に比し、有意に高値であった
（p=.01）。
Ⅴ．考察
　IPEの歴史はまだ浅いことから、国内外にお
いて IPEへの期待は高まりつつあり、その教育
効果を証明する必要性が求められている。
　教育効果の評価の枠組みとして、CAIPEの提
案する6段階学習目標モデル専門職連携教育の
成果の到達段階による項目と内容が示されてい
る (Barr,2005)。IPEにはいくつかの到達段階が
あり、その目標や内容に応じて評価項目を選択
する必要があり、導入段階では主に学生の反応
や態度の変化を評価するべきであるとされてい
る（永井，2018）。そこで、本研究は IPEの導入
段階として、IPW/IPEに対する態度の変化をみ
ることで、教育効果を測ることとした。調査時、
教育学部との「多職種連携実践演習」は未実施の
段階のため、今回は IPEの中間評価として教育
効果を評価した。
１．学年次進行と IPW/IPE態度変化の評価
　多職種連携協働に対する態度を評価する IPW
尺度得点を学年次進行でみた結果、1年次後期
から3年次後期まで順次上昇し、1年次後期開
始前と2年次後期開始前、1年次と3年次終了時、
では有意な変化であった。1年次から2年次、1
年次から3年次の上昇については各領域看護学、
多職種連携論などの専門科目の学びや各領域臨
床実習により、多職種連携協働に対する態度は肯
定的に望ましい方向に変化したことが示された。
　しかし、2年次と3年次間や1期生における2
年次と3年次間を縦断的にみた結果、有意な上
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表５　学年経験と IPW/IPE尺度の比較
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昇を認めなかったことは、臨地実習での学びの
評価に疑問が残る結果となった。この点ついて、
他大学の学年進行による学習効果に関する学会
発表においても、各学年開始期には下がり最終
的に4年次には上昇した結果から、IPEは経年
蓄積型の学習効果があるとの報告があった。本
研究は中間報告であることから、4年次終了時
の調査を含めて最終的な学習効果の評価、検討
をすすめていきたい。　
　一方、チーム医療教育に対する態度をみる
IPE尺度の変化では、学年進行により高値にな
るものの、有意な差は1年次と3年次間のみと
限られた。IPE尺度の調査項目において、「医
療を専門にする学生たち」という設問であり、
実際に他職種・他学部の学生との「チームワー
ク実習」の経験知がないことから、多職種連携
教育に対する態度への影響が生じなかったので
はないかと考える。
　今回の IPW/IPE尺度は、群馬大学で作成さ
れた調査票を用いたが、同様の調査を行った
牧野ら（2010）の報告は、IPW/IPE尺度から、そ
れぞれ因子分析をして、因子ごとの変化の比
較を評価している。抽出された因子は、”Good 
communication” ”Paitient-centered”などがあげ
られている。今後は、IPW/IPE尺度合計得点だ
けでなく、主要な因子による変化を分析する評
価方法を試みる必要がある。
　3期生（1年次前期と後期間）や2期生（1年次
と2年次間）で、それぞれ縦断的に IPW/IPE態
度を検討した結果、得点が低下したことは、多
職種連携学習がまだ定着がなされていないこと
がうかがえる。3期生1年次において、入学直
後前期と後期に調査した目的は、看護学の知識
の有無による IPW/IPEの態度に違いがあるのか
を見ることであった。得点が低下したことは、
看護の基礎科目を学び現実を知る状況ではある
が、多職種連携論や専門科目を学習する前であ
ることから、イメージしにくい内容であったの
ではないかと推察する。
　また、Pollardら（2005）の研究では、多職種連
携のプログラムに初めて参加した学生に比べ、
2年目を終了した学生の方が多職種連携スケー
ルにおいて否定的な項目が増えたとの報告があ
る。経験のない1年生は、過大評価する傾向に
あり、2年生は経験により現実を知るためであ
ると述べている。このことから、学年進行を経
年的見る上で、1年次後期をベースラインとし
て経過を見ていくことが適切ではないかと考え
る。
　1年次と2年次、1年次と3年次の比較におい
て IPW/IPEに対する態度変化を認めたことか
ら、学習や実習の積み重ねの長期的・蓄積的効
果はあると考える。今後は、学年ごとに設定し
ている「多職種連携に関する到達目標・行動目
標」の自己評価と関連させて評価することで、
結果の妥当性を見ていく必要がある。
２．多職種連携に関する学習経験と IPW/IPE態
度との関連
　臨地実習において多職種連携の経験の有無
により、IPW/IPE尺度得点に差が見られたこと
から、学生自ら多職種連携を「聞き、見て、実
施する」実際の活動を体験することの重要性と
その成果が示された。今福は（2014）、“多職種
連携を経験”する目的であれば課外実習でも十
分であるが、多職種連携の意義を理解し実践で
きる医療人を育成するためには、初年次からの
チーム医療教育のカリキュラムを体系的・段階
的に構築することで、実習することにより高い
教育効果が期待できると述べている。この点か
らも、学習で得た知識と臨地実習における多職
種連携の現場の活動とが統合できるような IPE
の教育内容の充実を図る必要性がある。
　今回 IPEの中間評価として、IPW/IPE尺度を
用いて教育効果を評価したが、その分析方法や
結果には、課題が残った。
　「IPEの学習効果の測定は複雑な課題があり、
効果の測定自体が困難である。その理由として
効果に関する研究の蓄積が未だにすくないこ
と、教育の効果には多様な要素が関わっている」
と述べられている（新潟医療福祉大学 , 2012-03）。
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　今後は、4年全課程（継続看護実習、終末期
看護実習、統合看護実習、多職種連携実践演習）
終了後の調査を評価・分析する必要がある。ま
た、IPW/IPE態度変化を量的だけでなく、質的
にも評価・検証し蓄積していく必要がある。さ
らに、連携・協働に関する知識・技能の習得な
ど学年ごとの学習到達目標や行動目標に関する
評価も加え、IPEのカリキュラムなど教育内容
構造の妥当性についても検討を重ねていくこと
が課題である。
結語
　IPW/IPE態度による評価として、1年次と 2
年次・3年次の比較から、履修・実習によって
望ましい方向に変化した。多職種連携に関する
経験“有”は、IPW/IPE態度評価が高く見られた
ことから、多職種連携活動を臨地実習で経験・
学習することの重要性とその成果が示された。
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